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パ
リ
市
の
交
通
政
策
転
換
　

２
０
０
７
年
７
月
15
日
、
公
営
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
・
シ
ス
テ
ム
「
ヴ
ェ
リ
ブ
」
の
運
営
開
始
式
典

に
出
席
し
た
社
会
党
の
ド
ラ
ノ
エ
・
パ
リ
市
長
は
、

「
大
気
汚
染
解
消
、自
然
保
護
に
貢
献
す
る
上
、
市

民
に
も
う
一
つ
の
形
態
の
交
通
手
段
を
提
供
で
き

る
」
と
述
べ
、
早
速
自
ら
自
転
車
に
ま
た
が
っ
て

み
せ
た
。

自
転
車
交
通
促
進
に
よ
り
環
境
保
護
と
渋
滞
解

消
と
い
う
都
市
交
通
の
２
課
題
に
同
時
に
回
答
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
こ
の
発
想
転
換
は
、
し
か
し

ド
ラ
ノ
エ
市
長
の
独
創
で
は
な
い
。
都
市
交
通
政

策
の
転
換
点
は
、
右
派
の
チ
ベ
リ
市
長
下
に
あ
っ

た
パ
リ
市
が
初
め
て
自
転
車
を
都
市
交
通
機
関
と

し
て
認
定
し
た
１
９
９
６
年
１
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
80
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
パ

リ
に
お
け
る
自
転
車
復
権
の
意
識
改
革
や
、
95
年

12
月
に
公
務
員
年
金
改
革
反
対
ゼ
ネ
ス
ト
で
一
カ

月
間
パ
リ
市
内
の
公
共
交
通
が
麻
痺
し
た
時
、
多

く
の
市
民
が
自
転
車
の
効
用
を
再
発
見
し
自
転
車

店
の
在
庫
が
完
全
に
払
底
し
た
経
験
な
ど
が
あ
っ

た
。
パ
リ
市
、
警
視
庁
、
地
域
議
会
、
国
鉄
、
パ

リ
交
通
公
団
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
連
盟
等
の
代
表
か

ら
な
る
自
転
車
交
通
独
立
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

直
ち
に
自
転
車
専
用
路
設
置
が
提
案
さ
れ
、
２
年

間
で
サ
ン
マ
ル
タ
ン
運
河
沿
い
な
ど
１
０
０
キ
ロ

近
く
の
専
用
路
が
実
現
し
た
。

01
年
３
月
、
ド
ラ
ノ
エ
社
会
党
市
長
に
率
い
ら

れ
、
緑
の
党
が
与
党
の
一
翼
を
担
う
パ
リ
初
の
左

派
市
政
が
誕
生
し
た
。
新
市
政
は
２
０
２
０
年
ま

で
の
自
動
車
交
通
量
40
％
削
減
を
目
標
に
掲
げ
、

路
面
電
車
復
活
・
公
共
バ
ス
網
改
善
・
自
転
車
促

進
な
ど
の
代
替
手
段
へ
の
転
換
を
そ
の
交
通
政
策
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パリのレンタサイクル
「ヴェリブ」の人気と実力

2007年 7月15日、パリ市でスタートした公営レンタサイクル・システム「ヴェリブ（Ｖｅｌｉｂ）」。
パリ市の交通政策の一環として、自動車利用の削減による「温暖化防止と大気汚染の改善」のため

導入されたものだが、その利用状況は予想をはるかに上回る成功を収め、
フランス国内のみならず世界の各都市でレンタサイクルを導入する動きが広がっている。
ヴェリブ導入に至るまでの経緯やシステム、システム導入後の効果と今後の課題、

パリ市の交通政策の動向などをシリーズで紹介する。
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の
根
幹
に
据
え
た
。
同
政
策
は
「
自
動
車
放
逐
」

と
し
て
当
初
一
部
ド
ラ
イ
バ
ー
や
業
界
ロ
ビ
ー
の

強
い
反
発
を
招
い
た
も
の
の
、
一
般
市
民
の
反
応

は
特
に
路
面
電
車
復
活
の
成
功
後
は
お
お
む
ね
好

意
的
だ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
パ
リ
在
住
家

庭
の
57
％
は
自
動
車
を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
ラ
ッ

シ
ュ
時
交
通
手
段
全
体
に
占
め
る
自
家
用
車
利
用

比
率
が
20
％
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
パ
リ
特
有
の
現

実
が
あ
る
。

し
か
し
左
派
市
政
は
当
初
、
自
転
車
促
進
に
関

し
て
、
03
年
ま
で
の
２
年
間
の
専
用
路
新
設
が
わ

ず
か
１
キ
ロ
な
ど
と
振
る
わ
な
か
っ
た
。
サ
イ
ク

リ
ス
ト
連
盟
の
突
き
上
げ
を
受
け
た
左
派
市
政
は

03
年
か
ら
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
代
表
等
関
係
者
か
ら

な
る
自
転
車
交
通
指
導
委
員
会
を
設
置
し
て
本
腰

を
入
れ
、
08
年
の
任
期
１
期
目
終
了
ま
で
に
専
用

路
１
４
０
キ
ロ
の
新
設
を
約
束
し
た
の
だ
っ
た
。

パ
リ
市
の
試
み
以
外
に
国
レ
ベ
ル
で
も
２
０
０
０

年
以
降
、
自
転
車
通
勤
を
促
進
す
る
た
め
、
従
業

員
用
自
転
車
、
駐
輪
場
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
整
備
用

具
な
ど
を
設
置
す
る
企
業
に
、
環
境
省
管
轄
の
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
局
が
補
助
金
を
交
付
す
る

「
企
業
交
通
計
画
」
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う

背
景
も
あ
っ
た
。

ブ
ー
ム
火
付
け
役
と
な
っ
た
リ
ヨ
ン
市
の
成
功

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
形
式
の
公
営
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
先
駆
に
は
、
１
９
７
４
年
に
運
営
を
開
始
し
た

仏
中
西
部
ラ
ロ
シ
ェ
ル
市
が
あ
る
が
、
ヴ
ェ
リ
ブ

の
直
接
の
お
手
本
は
、
米
広
告
代
理
店
ク
リ
ア
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル
社
が
案
出
し
、
98
年
に
仏
北
西
部
レ

ン
ヌ
市
が
採
用
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス
テ
ム

「
ヴ
ェ
ロ
・
ア
ラ
カ
ル
ト
」
で
あ
る
。

屋
根
付
き
バ
ス
停
や
広
告
塔
な
ど
を
自
治
体
に

無
償
で
提
供
す
る
代
わ
り
に
、
そ
れ
に
付
設
す
る

広
告
パ
ネ
ル
運
営
権
を
獲
得
す
る
と
い
う
同
社
の

営
業
戦
略
は
、
実
は
同
社
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
で
あ

る
仏
広
告
代
理
店
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
が
創
出
し
た
ア

イ
デ
ア
だ
っ
た
が
、ク
リ
ア
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
社
は
レ

ン
ヌ
市
か
ら
の
契
約
獲
得
を
有
利
に
進
め
る
た
め
、

「
ヴ
ェ
ロ・ア
ラ
カ
ル
ト
」の
無
償
提
供
を
補
完
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
加
え
提
案
し
た
の
だ
っ
た
。

レ
ン
ヌ
市
の
広
告
パ
ネ
ル
運
営
契
約
を
ク
リ

ア
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
社
に
奪
わ
れ
た
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社

は
、
対
抗
し
得
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス
テ
ム
開

発
に
乗
り
出
し
、
02
年
に
８
個
の
特
許
で
保
護
さ

れ
る
「
シ
ク
ロ
シ
テ
ィ
ー
」シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
は
ウ
ィ
ー
ン
や
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ド

バ
、
ヒ
ホ
ン
で
一
定
の
成
功
を
収
め
て
お
り
、
パ

リ
と
同
じ
く
01
年
に
左
派
市
政
が
誕
生
し
た
リ
ヨ

ン
市
の
広
告
ス
ペ
ー
ス
運
用
契
約
獲
得
を
絶
対

に
逃
し
た
く
な
か
っ
た
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
は
「
シ
ク

ロ
シ
テ
ィ
ー
」
の
売
り
込
み
攻
勢
に
出
た
。
社
会

党
の
コ
ロ
ン
・
リ
ヨ
ン
市
長
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
可

能
性
を
見
抜
き
、
設
置
自
転
車
数
９
０
０
台
の

ウ
ィ
ー
ン
の
ケ
ー
ス
を
上
回
る
当
初
２
０
０
０
台

の
規
模
で
採
用
を
決
め
、
05
年
５
月
に
「
ヴ
ェ
ロ

ヴ
」
の
名
で
運
用
を
開
始
、
４
カ
月
後
に
は
定
期

利
用
者
２
万
５
０
０
０
人
、
現
在
は
６
万
人
を
集

め
る
大
成
功
と
な
っ
た
。

リ
ヨ
ン
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
、
香
港
な
ど
か
ら
も
行
政
関
係
者
が
視
察
に

殺
到
し
、
そ
の
中
に
は
パ
リ
市
関
係
者
も
い
た
。

仏
公
営
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役

と
な
っ
た
形
の
リ
ヨ
ン
だ
が
、
市
の
担
当
者
ヴ
ェ

ス
コ
氏
は
「
フ
ラ
ン
ス
で
も
リ
ヨ
ン
以
前
に
小
規

模
な
が
ら
レ
ン
ヌ
や
ラ
ロ
シ
ェ
ル
に
似
た
シ
ス
テ
ム

が
存
在
し
て
お
り
、
我
々
は
創
始
者
で
は
な
く
シ

ス
テ
ム
成
功
の
現
実
性
を
証
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

た
だ
当
時
あ
の
規
模
で
導
入
す
る
の
は
大
き
な
政

治
的
賭
け
で
、皆
か
ら
『
う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
』

と
言
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

自
由
を
も
た
ら
し
た
ヴ
ェ
リ
ブ
革
命

リ
ヨ
ン
の
成
功
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ド
ラ
ノ

エ
・
パ
リ
市
長
は
06
年
初
め
、
同
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
決
め
、
08
年
３
月
パ
リ
市
長
選
で
の
再
選
を

に
ら
み
突
貫
工
事
で
街
中
の
専
用
路
整
備
を
進

め
、
07
年
７
月
15
日
の
「
ヴ
ェ
リ
ブ
」
運
営
開

始
に
こ
ぎ
着
け
た
。
夏
休
み
の
開
放
的
雰
囲
気
と

さ
わ
や
か
な
気
候
に
後
押
し
さ
れ
、
設
置
さ
れ
た

１
万
台
の
自
転
車
は
初
日
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

出
払
い
、
街
角
ご
と
に
ヴ
ェ
リ
ブ
争
奪
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
さ
っ
そ
う
と
街
を
走
り
抜
け
る
パ

リ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
う
ら
や
ま
し
そ
う
に
見
送
る
通
行

人
の
姿
が
笑
み
を
誘
い
、
ヴ
ェ
リ
ブ
は
瞬
く
間
に

パ
リ
市
民
の
生
活
の
一
部
と
な
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
人
、
ド
イ
ツ
人
な
ど
に
比
べ
環
境
意

識
や
自
転
車
へ
の
愛
着
が
自
明
の
も
の
と
は
思
え

な
い
フ
ラ
ン
ス
人
の
突
然
の
自
転
車
熱
は
フ
ラ
ン

ス
人
自
身
に
も
驚
き
だ
っ
た
よ
う
で
、「
ヴ
ェ
リ
ブ

革
命
」
が
巷
の
話
題
と
な
っ
た
。
成
功
の
大
き
な

要
因
は
、
至
る
所
で
安
価
で
簡
単
に
借
り
ら
れ
乗

り
捨
て
自
由
、
気
分
・
天
候
に
応
じ
て
思
い
立
っ

た
ら
盗
難
・
渋
滞
・
車
内
混
雑
を
心
配
す
る
こ
と

な
く
利
用
で
き
る
た
め
、
こ
の
上
な
い
自
由
さ
の

感
覚
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
よ
う

だ
。「
ヴ
ェ
リ
ブ
は
自
由
と
軽
や
か
さ
の
感
覚
を
増

Paris
Voie Geouges Pompidou

Ru
e d

es
 Ar

ch
ive

s

Rue de Rivoll

Quai de i'Hôtel de Ville
Quai de Bourbon

Station Vélib'

「自由さ」が人気を得てパリ市民の日常的な交
通手段になっているヴェリブ。

ヴェリブの公式サイト。

公式サイトではステーションの場所検索などさまざまな情報が入手できる。
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す
」
と
交
通
問
題
を
専
門
と
す
る
社
会
学
者
マ
ル

ズ
ロ
フ
氏
は
述
べ
て
い
る
。

07
年
７
月
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
約
７
５
０
カ
所
、

配
置
自
転
車
数
１
万
６
４
８
台
で
出
発
し
た
ヴ
ェ

リ
ブ
は
、
当
初
か
ら
１
日
平
均
利
用
回
数
７
万
回

を
記
録
し
た
。
09
年
４
月
末
時
点
で
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
１
４
５
１
カ
所
（
約
３
０
０
ｍ
ご
と
）、
自
転

車
数
２
万
６
０
０
台
、
年
間
券
保
有
者
約
20
万

人
、
１
日
当
た
り
利
用
回
数
６
万
４
０
０
０
～

15
万
回
、
運
営
開
始
以
来
の
延
べ
利
用
回
数
は

４
８
０
０
万
回
に
も
達
し
て
い
る
。

パ
リ
で
の
大
成
功
の
結
果
、
パ
リ
近
隣
市
在
住

者
か
ら
も
パ
リ
市
内
と
の
往
復
に
ヴ
ェ
リ
ブ
を
利

用
し
た
い
と
の
希
望
が
高
ま
り
、
09
年
末
ま
で
に

近
隣
30
市
が
パ
リ
市
の
ヴ
ェ
リ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
に

参
加
し
、
３
０
０
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
３
３
０
０

台
の
自
転
車
が
新
規
配
置
さ
れ
る
予
定
だ
。

Ｉ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済

ヴ
ェ
リ
ブ
を
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
基
本
利
用

券
を
購
入
す
る
。
利
用
券
に
は
、
有
効
期
間
に
応

じ
１
ユ
ー
ロ
（
１
３
０
円
・
24
時
間
）、
５
ユ
ー

ロ（
６
５
０
円
・
１
週
間
）、29
ユ
ー
ロ（
３
７
７
０

円
・
１
年
間
）
の
３
種
類
が
あ
る
。

24
時
間
券
、
１
週
間
券
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

る
端
末
装
置
「
ボ
ル
ヌ
」
を
操
作
し
購
入
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
ほ
か
英
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・

ス
ペ
イ
ン
語
表
示
を
選
択
で
き
る
操
作
指
示
に
従

い
、
利
用
券
悪
用
防
止
の
た
め
の
暗
証
番
号
を
自

分
で
設
定
す
る
。
利
用
券
は
ボ
ル
ヌ
が
紙
に
印
刷

し
て
自
動
発
行
す
る
が
、
パ
リ
地
区
の
地
下
鉄
・

バ
ス
・
路
面
電
車
共
通
電
子
定
期
券
「
ナ
ヴ
ィ
ゴ
」

を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
端
末
で
電
子
処

理
を
施
し
、
ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
券
と
し
て
使
う
こ
と

も
可
能
だ
。

支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
の
み
で
、

注
意
す
べ
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
は
す
べ
て
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
装
て
ん
さ
れ
て
い
る

た
め
、
日
本
発
行
カ
ー
ド
は
国
際
決
済
機
能
に
加

え
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
備
え
た
も
の
で
な
い
と
利
用
で

き
な
い
こ
と
だ
。
カ
ー
ド
払
い
手
続
き
の
過
程
で

保
証
金
１
５
０
ユ
ー
ロ
（
１
万
９
５
０
０
円
）
の

支
払
い
を
承
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
自
転

車
を
き
ち
ん
と
返
却
し
て
い
る
限
り
保
証
金
が
実

際
に
引
き
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

年
間
券
の
購
入
は
ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト
、
地
下
鉄

窓
口
な
ど
で
入
手
で
き
る
申
込
書
を
記
入
し
て
市

の
担
当
部
署
に
送
る
必
要
が
あ
り
、
カ
ー
ド
が
送

ら
れ
て
く
る
の
は
約
２
週
間
後
に
な
る
。
形
式
上

は
14
歳
未
満
の
利
用
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
14

～
18
歳
未
満
の
未
成
年
者
の
利
用
に
は
保
護
者
の

承
諾
が
必
要
と
な
る
。

利
用
券
取
得
後
、
自
転
車
を
借
り
る
に
は
、
24

時
間
券
、
１
週
間
券
な
ら
ボ
ル
ヌ
の
番
号
選
択
パ

ネ
ル
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
番
号
を
打
ち
込
み
、
ナ

ヴ
ィ
ゴ
な
ら
カ
ー
ド
を
端
末
に
接
触
さ
せ
た
後
、

表
示
さ
れ
る
指
示
に
従
っ
て
本
人
確
認
の
暗
証
番

号
を
打
ち
込
み
、
希
望
の
自
転
車
を
選
択
し
て
、

自
転
車
固
定
棒
の
解
放
ボ
タ
ン
を
押
す
。
年
間
券

な
ら
、
こ
う
し
た
端
末
操
作
は
不
要
で
、
カ
ー
ド

を
自
転
車
固
定
棒
に
直
接
接
触
さ
せ
れ
ば
解
放
で

き
る
。
た
だ
、
パ
ン
ク
や
チ
ェ
ー
ン
・
サ
ド
ル
高

調
節
器
の
故
障
、
か
ご
紛
失
な
ど
の
不
良
車
が
多

い
の
が
現
状
な
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
自
転
車
を
注

意
し
て
選
ぶ
こ
と
が
必
要
な
よ
う
だ
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

レ
ン
タ
ル
料
金
は
最
初
の
30
分
ま
で
無
料
、
次

① 24 時間、いつでも利用できるヴェリブのステーショ
ン（写真提供：JCドコー社）。②各ステーションに設
置されたボルヌ（Borne）と呼ばれる装置を操作する
利用者。登録、支払い、レンタル依頼、返却や残りの
時間の確認など、すべてこの機械で。③ヴェリブを日
常的な交通手段として活用するパリ市民。④耐久性を
重視して頑丈なつくりになっている。ハンドル部分に
はホットラインの電話番号やその他注意点が書かれて
いる。⑤自転車固定棒。緑のランプが点灯していれば
利用可能。下のボタンを押すと自転車が解放される。

❷

❶

❹ ❺

❸
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の
30
分
は
１
ユ
ー
ロ
（
１
３
０
円
）、
続
く
30
分

は
２
ユ
ー
ロ
（
２
６
０
円
）、
そ
れ
を
超
え
る
と

30
分
ご
と
に
４
ユ
ー
ロ
（
５
２
０
円
）
と
漸
増
す

る
。
30
分
以
内
な
ら
無
料
だ
が
、
２
時
間
だ
と
７

ユ
ー
ロ
（
９
１
０
円
）
が
カ
ー
ド
口
座
か
ら
自
動

引
き
落
と
し
さ
れ
る
計
算
だ
。
大
半
の
パ
リ
市
内

移
動
は
30
分
以
内
で
済
む
と
の
判
断
に
基
づ
き
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
目
的
を
娯
楽
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
は
な
く
移
動
手
段
に
集
中
さ
せ
る
た
め
に
設

定
さ
れ
た
料
金
だ
。
た
だ
し
同
じ
自
転
車
を
30
分

ご
と
に
借
り
直
し
て
無
料
で
利
用
し
続
け
る
こ
と

は
可
能
で
（
た
だ
し
返
却
後
２
分
間
経
過
し
な
い

と
同
じ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
借
り
直
し
は
で
き
な

い
）
実
行
し
て
い
る
利
用
者
も
多
い
。

返
却
は
希
望
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
自
転
車
を

し
っ
か
り
固
定
棒
に
は
め
込
む
だ
け
で
完
了
す
る
。

満
車
で
固
定
棒
の
空
き
が
な
い
場
合
は
、
端
末
装

置
を
操
作
す
る
と
15
分
間
の
追
加
猶
予
時
間
が
与

え
ら
れ
る
。
近
隣
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
残
車
・
満
車

状
況
も
参
照
可
能
だ
が
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

参
照
可
）
故
障
車
の
問
題
な
ど
も
あ
り
１
０
０
％

は
信
頼
で
き
な
い
。
ま
た
端
末
操
作
で
時
間
・
料

金
な
ど
自
分
の
利
用
履
歴
を
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
ト
ラ
ブ
ル
相
談
用
の
電
話
番
号
も
あ
る
が
、

待
ち
時
間
が
長
い
こ
と
が
多
い
。
料
金
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
を
送
れ
ば
だ
い
た
い

は
解
決
す
る
よ
う
だ
。

ヴ
ェ
リ
ブ
の
自
転
車
は
重
く
て
ご
つ
い
の
が
特

徴
で
、
あ
だ
名
は
「
灰
色
ネ
ズ
ミ
」。
リ
ヨ
ン
で
自

転
車
の
破
損
が
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
経
験
か
ら

Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
は
耐
久
性
重
視
で
設
計
、
鋼
板
で

保
護
さ
れ
、
重
さ
22
・
５
㎏
の
ず
ん
ぐ
り
し
た
自

転
車
と
な
っ
た
。
重
い
ほ
う
が
ス
ピ
ー
ド
過
剰
防

止
に
も
よ
い
と
の
判
断
も
働
い
た
。
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー

社
か
ら
製
造
委
託
を
受
け
た
仏
企
業
シ
ク
ル
ラ
ピ

エ
ー
ル
社
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
製
造
し
、
タ
イ
ヤ
は

ド
イ
ツ
製
、
内
装
変
速
機
は
日
本
の
自
転
車
部
品

大
手
シ
マ
ノ
製
だ
。
年
間
保
全
経
費
を
加
え
た
原

価
は
１
台
約
２
５
０
０
ユ
ー
ロ
（
32
万
５
０
０
０

円
）
と
い
う
。
３
段
変
速
で
ハ
ン
ド
ル
前
に
か
ご

が
付
い
て
い
る
が
、
後
方
の
荷
台
は
な
い
。
ベ
ル

は
備
わ
っ
て
い
る
が
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
は
な
い
。
固

定
棒
か
ら
外
す
と
自
動
的
に
前
方
ラ
イ
ト
が
昼
間

で
も
点
灯
す
る
。
仏
自
転
車
の
常
で
駐
輪
ス
タ
ン

ド
は
付
い
て
お
ら
ず
、
駐
輪
時
に
道
端
の
柵
や
柱

な
ど
に
固
定
す
る
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
状
の
カ
ギ
が
備

わ
っ
て
い
る
。

納
税
者
の
負
担
は
ゼ
ロ

財
政
的
に
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
の
設
置
・
運
営
は
納

税
者
負
担
ゼ
ロ
で
実
現
し
た
の
が
特
徴
だ
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
は
、
パ

リ
市
か
ら
市
内
１
６
０
０
カ
所
の
広
告
ス
ペ
ー

ス
10
年
間
運
用
契
約
取
得
と
引
き
換
え
に
、

ヴ
ェ
リ
ブ
の
設
置
・
保
全
・
運
営
を
全
費
用

同
社
負
担
で
請
け
負
い
、
８
５
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
１
１
０
億
５
０
０
０
万
円
）を
投
資
し
た
。
年
間

総
額
２
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
26
億
円
）
の
基
本
利

用
券
料
や
レ
ン
タ
ル
料
は
す
べ
て
パ
リ
市
の
収
入

と
な
る
。市
は
同
社
の
運
営
実
績
を
自
転
車
保
全
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
度
、
利
用

者
へ
の
応
対
な
ど
の
基
準
に
応
じ
て
評
価
し
、
最

高
で
基
本
利
用
券
料
・
レ
ン
タ
ル
料
収
入
の
12
％

相
当
の
報
奨
金
を
支
払
う
約
束
だ
が
、
実
績
不
十

分
と
し
て
現
在
ま
で
支
払
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

同
社
は
こ
の
契
約
を
ラ
イ
バ
ル
企
業
ク
リ
ア
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル
社
と
入
札
で
競
い
勝
ち
取
っ
た
も
の

の
、
当
初
か
ら
採
算
を
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
っ

た
。
実
際
、
同
社
は
ヴ
ェ
リ
ブ
と
引
き
換
え
に

獲
得
し
た
広
告
ス
ペ
ー
ス
の
運
用
収
入
が
08
年
、

５
７
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
74
億
１
０
０
０
万
円
）
に

上
っ
た
と
発
表
し
た
が
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回

る
規
模
の
自
転
車
破
損
、
盗
難
に
よ
り
巨
額
の
保

全
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
模
様
で
、
当
初
見
込
ん

だ
利
益
は
上
が
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

通
勤
通
学
に
毎
日
利
用

ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
者
に
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
尋

ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
通
勤
時
間
帯
の
利
用
者
の
大

半
が
年
間
券
を
所
有
し
て
お
り
、
毎
日
通
勤
通
学

の
往
復
に
使
っ
て
い
る
と
の
答
え
だ
っ
た
。「
大

学
へ
の
通
学
往
復
に
毎
日
計
40
分
、
そ
の
他
遊
び

の
外
出
や
あ
ら
ゆ
る
移
動
に
利
用
」（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

大
経
済
学
部
男
子
学
生
マ
チ
ュ
ー
ル
さ
ん
（
20
））

「
職
場
ま
で
雨
の
日
以
外
毎
日
往
復
計
50
分
」（
女

性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
（
40
））

「
毎
日
職
場
へ
の
往
復
の
他
、
週
末
は
気
晴
ら
し

に
も
」（
映
画
配
給
会
社
勤
務
パ
ト
リ
ッ
ク
さ
ん

（
39
））「
通
勤
往
復
は
基
本
的
に
ヴ
ェ
リ
ブ
だ
が
、

自
家
用
車
、
メ
ト
ロ
も
併
用
し
て
い
る
」（
パ
リ
在

住
イ
ギ
リ
ス
人
男
性
（
36
））。

昼
間
・
休
日
利
用
者
を
中
心
に
「
気
候
の
良
い

季
節
だ
け
週
１
回
30
分
程
度
」「
帰
宅
時
バ
ス
の
混

雑
が
い
や
な
時
、
気
が
向
く
と
使
う
」「
夏
の
週
末

ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
で
１
時
間
く
ら
い
」「
夜
中
タ

ク
シ
ー
代
節
約
の
た
め
」
な
ど
、
気
分
、
天
気
、

交
通
状
況
な
ど
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
利
用
し
て

い
る
と
い
う
人
も
約
３
分
の
１
を
占
め
た
。
利
用

者
の
大
半
は
10
～
40
歳
代
で
、
22
～
６
時
の
夜

間
利
用
が
全
体
の
４
分
の
１
を
占
め
る
。
年
間
券

を
購
入
し
、
メ
ト
ロ
・
バ
ス
に
替
わ
る
通
勤
通
学

の
定
期
的
交
通
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
る
人
も

多
い
一
方
（
年
間
券
を
交
通
費
と
し
て
払
い
戻
す

企
業
も
あ
る
）、「
自
由
」
の
感
覚
を
与
え
て
く
れ

る
随
意
の
補
助
的
交
通
手
段
と
し
て
の
側
面
に
引

か
れ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
と
言
え
る
。
既
存

交
通
機
関
を
補
完
す
る
端
末
交
通
機
関
と
し
て
利

用
し
て
い
る
と
答
え
た
人
は
い
な
か
っ
た
。「
鉄
道

駅
、
地
下
鉄
駅
近
辺
設
置
の
ヴ
ェ
リ
ブ
は
利
用
度

が
高
く
、
故
障
し
て
い
な
い
自
転
車
が
残
っ
て
い

る
確
実
度
が
低
い
の
で
、
定
時
に
到
着
す
る
た
め

に
は
当
て
に
で
き
な
い
」（
銀
行
勤
務
の
ロ
ラ
ン
さ

ん
（
42
））。

話
を
聞
い
た
す
べ
て
の
利
用
者
が
ヴ
ェ
リ
ブ
に

一
定
の
満
足
を
表
明
し
て
い
た
が
「
通
勤
時
間
帯

に
空
き
自
転
車
・
返
却
場
所
を
見
つ
け
る
の
が
難

し
い
」「
故
障
車
が
多
い
」「
自
転
車
専
用
路
が
少
な

く
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
専
用
路
が
自
転
車
用
に
併

用
さ
れ
て
い
る
の
は
無
謀
」
な
ど
の
不
満
の
声
も

上
が
っ
た
。
安
全
面
で
は
、
現
実
に
運
営
開
始
以

来
６
人
の
ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
者
が
事
故
死
し
て
い
る
。

保
険
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
運
転
者
が
加
害
者

と
な
っ
た
場
合
の
賠
責
は
、
仏
住
民
が
強
制
的
に

加
入
し
て
い
る
住
居
保
険
に
含
ま
れ
て
い
る
民
事

責
任
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
自
動
車
事
故
の
被

害
者
と
な
っ
た
場
合
は
相
手
側
の
保
険
の
負
担
と

な
り
、
自
転
車
運
転
者
自
身
の
不
注
意
に
よ
る
転

落
等
で
の
け
が
は
通
常
の
社
会
保
険
で
一
部
だ
け

だ
が
払
い
戻
さ
れ
る
。
以
上
を
補
う
た
め
の
民
間

の
ヴ
ェ
リ
ブ
保
険
も
存
在
し
て
い
る
。

「
自
由
」
の
感
覚
を
与
え
て
く
れ
る
が
故
に
、

パ
リ
市
民
か
ら
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
た
ヴ
ェ
リ
ブ

は
、
定
期
的
代
替
交
通
手
段
と
し
て
も
確
実
に
定

着
し
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。

（金額表示は１ユーロ＝ 130 円として計算）


